割付仕様書

割付手順

割付群

· 輸液ABLS提案群（試験A群）
· 輸液従来群（対照B群）
割付因子

· 施設(50施設程度)
· 熱傷面積 (熱傷面積＜40%TBSA、40%≦熱傷面積)

· 気道熱傷の有無

· 年齢 (年齢＜70歳、70歳≦年齢)

· 性別

割付法1 (Pocock法。施設も割付因子)
1. 一番目の登録症例は1/2の確率で割り付ける。
2. 二番目以降の登録症例については、当該症例の施設、熱傷面積、気道熱傷の有無、年齢、性別に該当するカテゴリの頻度の合計を両群それぞれで計算し、合計頻度数が少ない群に3/4の重みをつけた確率を設定し、その確率に従って割り付ける。
3. 頻度が両群同じであれば1/2で割り付ける。
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